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平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
市
民
税
が
非
課
税
か
ら
課
税
に

な
っ
た
方
は
、高
齢
者
入
院
ベッ
ド
、

毎
日
型
配
食
、
療
養
食
の
配
食
、

紙
お
む
つ
の
支
給
、
家
族
介
護
慰

労
金
支
給
、
無
料
入
浴
、
家
具
転

倒
防
止
器
具
取
付
の
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
独
自
の
制
度
と
し

て
８
月
21
日
b

か
ら
経
過
措
置

の
２
年
間
、
こ
の
た
び
課
税
と
な

っ
た
方
に
も
、
申
請
に
よ
り
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
以
前
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
だ
っ
た
方
も
、
新
た
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
高
齢
者
支
援
室
@

内
線
２
６
２
６
へ
。

介
護
教
室
「
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
に
」
〜
高
齢
期
の

自
立
と
安
心
に
向
け
て
〜

野
村
病
院
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

太
郎
主
催
。

対
象
は
60
歳
以
上
で
全
３
回
参

加
で
き
る
方
。
高
齢
者
虐
待
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、
高
齢
者
自
身
が

予
防
す
る
た
め
の
方
法
を
学
ぶ
講

座
で
す
。

▽
９
月
６
・
13
・
20
日
の
水
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、

連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
淑
徳
大
学
助
教
授
の

山
口
光
治
さ
ん
と
東
洋
大
学
助
手

の
坂
田
伸
子
さ
ん
。

▼
８
月
28
日
b

ま
で
に
野
村
病

院
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
@
40

―
２
６
３
５
・
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
太
郎
@
76
―
４
５
０
０
へ

申
し
込
む
。
先
着
30
人
。

e

高
齢
者
支
援
室
@
内
線
２

６
２
２

無
料
Ｉ
Ｔ
講
習
会

三
鷹
市
高
齢
者
社
会
活
動
マ
ッ

チ
ン
グ
推
進
事
業
。
対
象
は
55
歳

以
上
の
市
民
で
パ
ソ
コ
ン
の
初
心

者
ま
た
は
未
経
験
者
。
マ
ウ
ス
操

作
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

▽
①
９
月
４
日
b

・
７
日
e

、

②
９
月
18
日
-
・
21
日
e
、
③

10
月
２
日
b
・
５
日
e
、
④
10

月
16
日
b
・
19
日
e
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

▼
事
前
に
三
鷹
い
き
い
き
プ
ラ
ス

事
務
局
（
火
・
木
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
受
付
）
@
70
―
５
７

５
３
・
I
70
―
５
７
５
４
へ
申
し

込
む
。
先
着
各
12
人
。

※
受
講
者
は
「
三
鷹
い
き
い
き

プ
ラ
ス
」（
入
会
金
・
会
費
無
料
）

へ
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
@
内
線
２

６
２
２

高
齢
者
作
品
展
に

出
品
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
は
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
（
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
利
用
者
・
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
は
65
歳
未
満
で
も
可
）。
高

齢
者
の
方
の
趣
味
活
動
か
ら
作
り

出
さ
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
「
高

齢
者
作
品
展
」
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
絵
画
、
手
工
芸
品
、
彫
刻
、

陶
器
、
写
真
な
ど
の
力
作
（
１
人

１
点
）
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

出
品
く
だ
さ
い
。
出
品
者
に
は
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
９
月
11
日
b
〜
17
日
a
、
市

役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
展
示
。

▼
８
月
21
日
b

〜
９
月
１
日
f

に
、
高
齢
者
支
援
室
@
内
線
２
６

２
７
へ
申
し
込
む
。
作
品
の
搬
入

は
９
月
８
日
f

午
前
中
、
市
役

所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
へ
（
返
却
は

９
月
19
日
c
午
前
中
）。

原
子
爆
弾
被
爆
者
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
６
年
法

律
第
117
号
）
第
２
条
に
定
め
る

被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
、
今
年
１
月
１
日
〜

８
月
15
日
に
引
き
続
き
三
鷹
市
に

居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
被
爆
者
見
舞
金
（
１

万
２
千
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

▼
８
月
31
日
e
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）に
地
域
福
祉
課
（
市
役

所
２
階
V
番
窓
口
）へ
申
し
込
む
。

e

同
課
@
内
線
２
６
１
３

40
歳
以
上
を
対
象
に

大
腸
が
ん
検
診

対
象
は
40
歳
以
上
（
昭
和
42
年

３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）の
市
民
。

問
診
と
便
潜
血
反
応
検
査
（
２
日

分
の
検
体
を
本
人
が
医
療
機
関
へ

持
参
、
食
事
制
限
な
し
）。
結
果

は
受
診
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▽
11
月
１
日
d
〜
30
日
e
、
市

内
の
協
力
医
療
機
関
で
。

▼
９
月
22
日
f
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
「
大
腸
が
ん
検

診
希
望
」
・
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
し
「
〒
181
―
０
０
０
４

新
川
６
―
35
―
28
三
鷹
市
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
」
へ
申
し
込
む
（
窓

口
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

http://www.e-tokyo.lg.jp/

で

の
申
し
込
み
も
可
）。
定
員
１
千

人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

10
月
末
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

e

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
@
46

―
３
２
５
４

秋
期
子
宮
が
ん
検
診

対
象
は
20
歳
以
上
（
昭
和
62
年

３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

市
民
。

▽
11
月
１
日
d
〜
12
月
９
日
g
、

市
内
協
力
医
療
機
関
で
。

▼
９
月
22
日
f

（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
「
秋
期
子
宮

が
ん
検
診
希
望
」
・
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
「
〒
181
―
０
０
０

４
新
川
６
―
35
―
28
三
鷹
市
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
」
へ
申
し
込
む

（
窓
口
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

http://www.e-tokyo.lg.jp/

で

の
申
し
込
み
も
可
）。
10
月
末
ご

ろ
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
込
は
が
き
は
検
診
ご
と
に

１
人
１
枚
で
お
願
い
し
ま
す
。

e

同
セ
ン
タ
ー
@
46
―
３
２

５
４

▽
①
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
９
月

26
日
c

午
後
２
時
〜
４
時
。
②

思
春
期
相
談
＝
９
月
８
日
f

午

前
９
時
30
分
〜
正
午
。
③
ア
ル
コ

ー
ル
相
談
＝
９
月
11
日
b

午
後

２
時
〜
４
時
。

▼
い
ず
れ
も
事
前
に
同
保
健
所
へ

電
話
で
申
し
込
む
。
相
談
場
所
が

武
蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
と
三 HP HP

市
の
子
宮
が
ん
検
診
の
前
期
が

終
了
し
、
今
回
は
２
千
18
人
の
市

民
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
子
宮
が
ん
検
診
は
、
子
宮
の
入

口
を
擦
過
（
さ
っ
か
）
し
て
採
取

し
た
細
胞
に
異
常
が
な
い
か
ど
う

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
子
宮
頚（
け
い
）が
ん
の

早
期
発
見
の
た
め
に
最
も
有
効
な

検
査
法
が
こ
の
細
胞
診
な
の
で
す
。

子
宮
は
解
剖
学
的
に
子
宮
の
入
口

の
方
の
頚
部
（
け
い
ぶ
）
と
妊
娠

時
、
胎
児
が
育
つ
場
所
で
あ
る
体

部
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち

子
宮
頚
部
に
発
生
し
た
が
ん
を
子

宮
頚
が
ん
と
呼
び
ま
す
が
、
前
が

ん
病
変
と
さ
れ
る
異
形
成
・
上
皮

内
が
ん
も
存
在
し
ま
す
。
異
形
成

は
子
宮
頚
部
上
皮
の
細
胞
の
異
型

の
程
度
に
よ
っ
て
軽
度
、
中
等
度
、

高
度
の
三
段
階
に
分
類
し
て
お
り
、

上
皮
内
が
ん
は
、
が
ん
細
胞
が
上

皮
に
限
局
し
て
い
る
も
の
を
い
い

ま
す
。
軽
度
異
形
成
の
90
％
程
度

は
自
然
消
退
す
る
も
の
の
高
度
異

形
成
や
上
皮
内
が
ん
の
30
％
程
度

は
浸
潤（
し
ん
じ
ゅ
ん
）が
ん
に
進

行
す
る
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
お

り
、
が
ん
化
の
始
ま
り
と
と
ら
え

て
加
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

子
宮
頚
が
ん
の
発
症
は
ヒ
ト
乳

頭
腫
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感

染
が
引
き
金
と
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
は
子
宮
頚
が
ん
で
95
％
を
超
え

る
陽
性
検
出
率
の
デ
ー
タ
も
あ
り
、

原
因
的
関
与
が
確
実
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
型
別

に
見
る
と
、
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー

プ
と
ロ
ー
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
に
分

類
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
そ
の

多
く
は
免
疫
的
に
排
除
さ
れ
て
い

く
も
の
の
、
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー

プ
は
そ
の
持
続
感
染
率
が
高
い
こ

と
か
ら
、
が
ん
が
発
症
し
や
す
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性

行
為
に
よ
っ
て
感
染
し
、
感
染
す

る
と
２
〜
10
年
で
一
段
階
病
変
が

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
き
、
が

ん
が
誘
発
さ
れ
ま
す
。
前
が
ん
状

態
と
も
さ
れ
る
子
宮
頚
部
の
異
形

成
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
特
殊
な
遺
伝
子
の

発
症
力
に
よ
る
た
め
、
子
宮
頚
が

ん
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
よ
る
性
感
染
症
で

あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

近
年
、
性
交
開
始
年
齢
が
若
年

化
し
、
多
く
の
報
告
で
は
10
〜
20

歳
代
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
が
高
く
、
そ

の
た
め
若
年
者
の
子
宮
頚
が
ん
が

増
え
、
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
厚
生
労

働
省
が
子
宮
頚
が
ん
検
診
対
象
者

を
20
歳
以
上
と
し
た
ゆ
え
ん
で
も

あ
る
の
で
す
。
検
診
実
施
に
よ
り

浸
潤
が
ん
が
減
少
し
、
死
亡
率
の

低
下
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
一

方
、
上
皮
内
が
ん
の
罹
患
（
り
か

ん
）
率
は
地
域
に
よ
っ
て
は
約
３

倍
に
上
昇
し
、
現
在
も
微
増
し
て

お
り
、
こ
れ
は
20
歳
か
ら
34
歳
の

年
齢
層
に
み
ら
れ
る
と
い
う
報
告

が
で
て
い
ま
す
。
東
京
都
予
防
医

学
協
会
の
デ
ー
タ
で
も
30
歳
未
満

の
異
形
成
、
上
皮
内
が
ん
、
微
小

浸
潤
が
ん
の
検
出
率
は
上
昇
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
適

切
な
治
療
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
完

全
治
癒
し
ま
す
。
検
診
の
意
義
は

今
は
も
う
、
単
に
死
亡
率
を
低
下

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
が
ん
へ
移

行
す
る
危
険
性
が
で
て
き
た
前
が

ん
状
態
の
段
階
で
早
期
に
治
療
す

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

検
診
の
目
的
は
が
ん
を
早
期
発

見
、
早
期
治
療
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
年
齢
層
の
女
性
に
ぜ
ひ
進
ん

で
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

e

三
鷹
市
医
師
会
@
47
―
２
１

５
５

子宮頚
け い

がん検診―早期発見―

健康コラム

「市民便利帳　三鷹くらしのガイド」
（平成18年版）に掲載する広告を募集し
ます。
市民便利帳は、市民生活に必要な市政
の情報などをまとめた冊子で、平成18年
度版は12,000部作成し、主に三鷹市に新
しく転入して来られるみなさんに市民課
窓口などでお渡ししています。
◆掲載料　カラー１面18万円、２色１面
12万円。1/2、1/4（縦・横）、1/8ページ
あり（料金は面積比で計算）。
◆申込方法 ９月８日F午後５時までに
所定の申込書に原稿案を添えて、「〒
181－8555三鷹市役所秘書広報課広報
係」（市役所３階）へ直接または郵送で申
し込む。申込書、掲載料、広告規格、掲
載条件などくわしくは市のホームページ
をご覧いただくか、広報係@内線2134へ。

ついていますか？
住宅用火災警報器
６月１日から、一般住宅
や集合住宅にも住宅用火災
警報器の設置が義務付けら
れました。三鷹消防署では、
職員が伺って設置状況の確
認をさせていただいていま
すので、ご協力をお願いし
ます。
◆悪質な訪問販売にご注意
を!
消防署が火災警報器を直
接販売することはありませ
ん。また、職員は職員証を
携帯していますので、訪問
時にご確認ください。
くわしくは同署予防課@
47―0119へ。

「市民便利帳」に広告を
載せてみませんか

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
で

課
税
に
な
っ
た
方
は
申
請
を
！

鷹
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
分
か

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
の
際
に
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
要
予
約
）。

10
月
１
日
開
催
！

第
28
回
福
祉
バ
ザ
ー

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
模
擬
店
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
展
示
、
折
り
紙
、
包
丁
研
ぎ
・

ま
な
板
削
り
、
育
児
相
談
、
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
（
予
定
）
な
ど
。
ふ

ろ
し
き
市
も
同
時
開
催
。
収
益
金

は
市
内
の
福
祉
施
設
や
福
祉
団
体

の
活
動
資
金
に
な
り
ま
す
。

▽
10
月
１
日
a
午
前
10
時
〜
午
後

２
時（
整
理
券
を
９
時
か
ら
配
布
）、

市
役
所
中
庭
で（
雨
天
決
行
）。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

◆
物
品
提
供
の
お
願
い

福
祉
バ
ザ
ー
に
出
品
す
る
不
用

な
贈
答
品
、
家
具
、
雑
貨
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
協
議
会
@
46
―

１
１
０
８
へ
。

す
ぐ
に
役
立
つ
！

家
庭
介
護
教
室

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
、
三
鷹
市
の
福
祉
を
す
す
め
る

女
性
の
会
共
催
。
対
象
は
在
勤
・

在
学
を
含
む
市
民
の
方
。
家
庭
で

介
護
を
す
る
と
き
に
覚
え
て
お
き

た
い
基
本
的
な
内
容
で
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
９
月
13
日
〜
10
月
４
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
（
全
４
回
）、
福
祉
会
館
で
。

講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
在
宅
看

護
普
及
会
の
後
藤
栄
子
さ
ん
。

▼
事
前
に
同
協
議
会
@
79
―
３
５

０
５
へ
申
し
込
む
。

お
詫
び
と
訂
正

「
広
報
み
た
か
」
８
月
６
日
発

行
号
で
掲
載
し
た
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生
募
集
」

の
記
事
で
問
い
合
わ
せ
先
の
三
鷹

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
電
話
番
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

（
誤
）
@
48
―
１
１
０
８

（
正
）
@
46
―
１
１
０
８

e

高
齢
者
支
援
室
@
内
線
２

６
２
０


